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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・7/24、月曜日は江刺家I.O.O. 佐藤A.O.M.不在ですのでカンファ記録の提出は次週にまとめて提出して下さい。
・田中ツナ子様の御家族が本日午後来院予定。クレームの件は高橋ＧＯＭが対応します。

・薬の紛失事故があった事から今後全病棟で、チェック表を使用する事になりました。

○セット：薬をカートにセットした者がサインする。

○日勤・準夜・深夜：確認者2名必要です。確認者とセット者が重複しないようにして下さい。夜間時は看護者1名の場合はケアワーカーがサインをして下さい。

○Ａ・Ｃユニット、Ｂ・Ｄ・合併ユニットとカート別のチェック表になります。

○7/24からチェックを行ないます。

＜新入院患者情報＞

八木橋　牧雄様(48)　アルコール依存症　　任意入院　　主治医：猪股Dr.

　初飲は18歳頃。その後徐々に飲酒量増加し、仕事以外は常に飲酒している状態となる。平成5年頃から職場(郵便局)で酒臭指摘される様になり、その後手指振戦出現。昨日、職場上司に飲酒について指導を受け、病院受診勧められたとの事。妻同伴で来院、本人は当初通院治療希望していたが、御家族が入院での治療を希望され本人も同意した事から、本日11：30東Dユニットへ任意入院となる。

入院後、酒臭はないが手指振戦著明にみられている。歩行時のふらつきはなく、疎通良好。本日から1週間の点滴療法開始。アルコール依存症治療プログラム導入予定。
＜退院療養計画検討＞

・田中つな子様（69歳）

　入院日：2006/6/30　　退院予定日：2006/7/25
主病名：統合失調症

　主治医：安ヶ平　　担当NS：小泉　　担当SW：下平

○本人の意向と治療意思（看護）

本人と家族は退院したいと話す。

○家族の意向と受け入れ態勢（看護・SW）

家族は退院させたいとの意向がある（ＳＷ）。

○医師の治療方針

外来通院服薬を継続していく。

○利用できる社会資源（SW）

自立支援医療費制度、疾病教室への参加。

○社会生活上の問題点（看護・SW）

服薬中断などによる症状再燃の惧れがあり、警察署へ行く可能性があり、外来通院服薬治療が必要である（下平）。

○服薬の認識（看護・薬局）

本人：服薬に対する了解が悪い。

家族：治療に対する理解が乏しい。













